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目的 

•定常的な地殻変動を 

 

          InSAR技術を使うことにより， 

          空間分解能をあげて 

                         求めたい． 
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まとめ 
• ディセンディングを解析した．鹿児島県宮崎県県境付近の
地殻変動急変帯は検出できていない． 

ー＞アセンディングの解析も含め，長周期オフセット，ＤＥＭ
エラーの影響などを評価し，取り除く必要． 

 

• ＧＮＳＳの解析により，ディセンディングよりもアセンディン
グのほうがＬＯＳの変位は大きいことが期待できる． 

• 鹿児島県宮崎県県境付近の地殻変動はディセンディング
では急に，アセンディングでは徐々に変化することが期待
できる． 

 

• 今後 

ＲＩＮＣ＋ＧＩＡｎＴによる解析を行っていきたい． 

 


